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建築CADを用いた被服製作実習教材の開発
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Teaching materials development for clo出ingcomposition practice using 
architectural CAD 

Sanechika KUNIYOSHI， Wakako恥1ACHIDA

1.はじめに

情報化社会を迎えた現代、情報を処理するコン

ピュータの性能は、技術革新によって飛躍的に向

上し、社会生活のあらゆる分野に情報化が浸透し

ている。

高等学校学習指導要領解説 (2010)の共通教科

「家庭」と専門教科「家庭」の内容の取扱いにつ

いての配慮事項において「各科目の指導に当たっ

ては、コンビュータや情報通信ネットワークなど

の活用を図り、学習の効果を高めるようにするこ

と。」と示されている。

専門教科「家庭」の科目、リビングデザインの「イ

ンテリアデザイン」の「インテリアデザインの表

現技法」では、「考案したデザインを表現する方

法の種類としては、例えば、プレゼンテーション

ボード、室内透視図(パース)、模型、コンビュー

タグラフィックスなどが考えられる。」と示され

ている。また、生活産業情報においても「生活産

業における情報及び情報手段の活用」の「生活産

業における情報及び情報活用の意義と実際」にお

いて、「ファッションデザインやインテリアデザ

インのための CAD/C品 fシステム」の活用等

が考えられるとしている。

このように授業の教材として活用が想定され

るコンビュータシステムの中から、本研究では

CADシステムに着目する。

CADシステムを利用した沖縄県高等学校家庭

科の実践をみてみると、上原 (1999)の「生活情
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報科におけるコンビュータの活用~グラフィッ

ク・ CAD の教材の工夫~J で、コンビュータを

用いた「室内の色彩計画」についての教材作成

や平良(1999)の「平面図を立体化しよう」で

CADを使って、機能的な間取りを作成し編集・

修正するなど、住生活分野において CADシステ

ムを利用した授業実践が行われている。また、衣

生活分野では南風原 (2006)が最新のアパレル

C油システムを活用した家庭情報処理「生活産

業とコンビュータ」の「アパレル CADの利用」

の授業で、原型作成(文化式新原型)を行っている。

これらのことから、 CADシステムを利用した家

庭科の授業実践例をみると住生活・衣生活領域に

絞られると考えられるが、住生活領域においては

建築CAD、衣生活領域においてはアパレル CAD

と、それぞれ異なった種類の CADシステムを利

用しているのが現状である。

ここで、 CADに関連する研究をみると、建築

CADに関しては、高等学校での住居学教育にお

ける実践において、末吉 (2001)はフリーソフト

である 2次元CADの]W-CADを用いることで、

初期投資をほとんどすることなく学校現場への導

入が可能であり、生徒に CAD教育を行わせるこ

とが可能としている。

渡辺・加藤 (2004)は、 3次元CADによる住

宅デザインがもっ教育上の意義として、現実的な

3次元の住宅デザインが手軽に行えるようにな
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り、コンビュータが得意ではない学生にも無理な

く使いこなせ、住宅デザインやインテリアデザイ

ンに専念することが可能となったとしている。ま

た、情報教育の面でも、平面上の2次元CGとは

異なり、立体としての3次元 CGの特徴もわかり

やすく教えることが可能となったとしている。

一方、アパレルCADに関しては、村上他 (1998)

は大学におけるアパレルCADの操作能力におい

て、「ダーツ処理」と「袖付け部の縫いしろ端角

処理」については被服製作経験の有無が大きく寄

与していることを明らかにしている。そのため、

被服製作実習時には、アパレルCADとの並行的

な履修を行い、各工程処理操作の理解を促す必要

性と、 CAD操作学習時における裁断時の留意点、

縫製知識の教授の必要性、さらには双方向からの

教育の必要性が示されている。村七他の研究は、

大学生を対象とした研究ではあるが、高校生を対

象とした授業においても同様な教育が求められよ

つ。

香川 (2006)の研究では、被服製作以外での実

習の可能性を探るため、アパレルCDを利用した

被服の着装という視点から、実習を通して学ぶ教

材開発を試みている。香川は、色の学習や各自の

ベストカラーを知る学習を行った後、自分の着装

イメージをフリーソフトのFashionを用いて表現

し、実際の着装に応用させていく授業実践を試み

ている。その結果、パソコンを用いた実習は生徒

の興味・関心が高く、自分らしさを表現する楽し

みを体験することができたとしている。また、被

服分野でのコンビュータの使用はアパレルCAD

のイメージが強いが、ソフト l本が約 150万円、

プリンタが約 150万円もかかる現状を考慮する

と、現場での導入の函難さを指摘している。そこ

で、 CADによる型紙の作成などの実習ではなく、

CGによる被服の形や色などを検討していくデザ

イン画作成の実習の方がより望ましいとしてい

る。

香川が指摘しているように、アパレルCADの

販売価格はまだ高価であるが、仮に比較的安価な

建築CADでの被服実習の可能性を示すことがで

きれば、高等学校での CAD教育の導入の可能生

を示すことができ、生徒の興味・関心が高いパソ

コンを用いた実習が可能となると思われるが、そ
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のような実習教材に関する研究はみられない。

そこで、本研究は、高等学校家庭科の被服製作

実習の指導の充実に向けて、建築3次元仁ADソ

フトウェアを用いた被服製作の実習教材の作成を

行うことを目的とする。

11.建築CADの選定とその可能性

1. CADについて
CADとは、標準パソコン用語事典 (2006)

によると、 IComputer Aided DesignJ または

I Computer Aided Dra創ngJを略した言葉で、コ

ンビュータを用いた設計・製図を支援する補助的

機能を提供するソフトウェアのことである。従

来の鉛筆や製図用具を使用する代わりに、コン

ビュータ上で直線や曲線を描いて図面を作成する

ことになる。

CADは、設計やデザイン作業等を多方面から

支援しており、様々な分野で用いられている。そ

の主な分野は、建築、機械、土木、電気、半導体、

配管、橋梁などの工学系の分野が中心で、あるが、

服飾デザインの分野でも専用のCADが用いられ

ている。また、 CADは、従来の平面上で図面を

作成するための2次元CADから、今日では立体

空聞を設計する 3次元CADも普及している。

2.建築仁ADソフトウェアの選定

建築CADは、製図を行う目的だけであれば2

次元CADで対応可能であるが、より専門的な解

析のためのシミュレーションやプレゼンテーシヨ

ンなどの作業を行うためには、 3次元CADが必

要となってくる。また、 CADには専用 CADと汎

用CADの二種類があり、専用 CADは建築や機

械分野向けなど、特定の業務向けに作図が効率

的に行えるように工夫されているもので、汎用

CAD は特に業務を限定しない CADのことをい

つ。

現布、建築分野で比較的広く利用されている

CADのひとつに]W-CADがある。 ]W-CADは無

料で使えるフリーソフトでもあることから、 1990

年代以降、建築分野に広く普及しているソフトで

あるが、 2次元に限定されたものである。今回

は、住生活と衣生活の実習で使用可能な CADの
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選定を行う必要があるととから、 3次元対応で

汎用性のあるソフトウェアが望まれる。それら

の条件を満たすもので、比較的広く利用されて

いる CADとして、中村 (2003)は、 AutoCAD、

VectorWorks、DRA-CADなどを挙げている。そ

こで、本研究では、 VectorWorksのソフトウェア

を使用することとする。

しての可能性が期待される。

3.建築CADの可能性について

1 )使用するソフトウェアの概要

VectorWorksは汎用性のある CADソフトウェ

アのひとつである。開発元は米国のNemetschek

Vectorworks社で、 日本での販売元はエーアンド

エー株式会社である。現在は Macintosh対応版

とWindows対応版があるが、高等学校での動作

環境を考慮、し、本研究ではWindows対応版を使

用することとする。最新パージョンはVersion12 

となっているが、今回の研究ではVersion10Jを

使用する。

2) VectorWorksによる住宅平面図の作図と 3次

元等角投影図の作成

住生活領域での実習を想定し、平面図及び3次

元等角投影図の作成を試みる。

木専修の専門科目の住生活学実習の度業では、

「将来の私の住まい」の課題において、平面図の

作成及び模型制作を行っているが、学生が作成し

た平面図(図 1)について、 VectorWorksを用い

てコンピュータ上で製図の作業を試みる。その際、

住宅模型に代わるものとして、 3次元等角投影図

を作成する。3次元等角投影図の表現を可能とす

るため、平面図の壁ツールについては、高さ情報

として階高3mに設定して作業を行った。

VectorWorksの各種ツールを用いて平面図の製

図を行った結果が図2~こ示すとおりであり、また、

3次元の投影方法を等角投影で斜め左方向から表

示した結果が図3に示すとおりである。また、 3

Dツールの「フライオーバー」ツールを使用する

と、好みの方向から自由に表示するととも可能で

ある。

基本的な作業は2次元上行うが、立体的な表現

まで作成できる 3次元CADの使用は、住生活の

実習において生徒に興味 ・関心を持たせる教材と
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凶1 学生が製図した住宅平面図

図2 Vector Worksを用いて作成した平面図

図3 斜め左方向から見た3次元等角投影図
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111.建築仁ADによる被服製作教材の検討

1 .原型の選定
沖縄県内の高等学校の被服分野での状況につい

て、南風原 (2006)は文化式原型を使用して被服

製作実習を行っていることが多く、授業研究を実

施する際の原型の選定においては、「まだ旧原型

が主流であるがいずれ新原型に移行することを見

込み、新原型を本校の授業に今年度から試験的に

導入している」としている。そこで、本研究にお

いても将来的な移行を念頭におき、かつ、沖縄県

内での汎用性を考慮し、文化式新原型による作図

そ試みていくことにする。

2.文化式新原型成人女子用について
成人女子の見頃原型は、大きくウエストフィッ

ト型、ボックス型、 トルソー噌の3つに分類され

るが、文化式新原型はウエスト寸法に合わせて人

体を立体的に包むためにウエストダーツが入った

ウエストフィット型である。また、同原型は、 18

~24 歳の成人女子用の標準的な体型としてパス

ト寸法制 ~89cm の体型に適合しやすい原型と

されている。袖については、腕を自然に下した状

態で布日が正しく落ち着くように筒形のシルエッ

トになるようにされている。

新原型の作図の方法については、文化服装学院

(2001)に詳細に記載されていることから、それ

を参考に建築CADを用いた原型の作図を試みる

こととする。

3.文化式新原型の作図における案内点の

算出

文化式新原型成人女子用の身頃原型の作図は、

各部の割出し寸法をもとに基礎線を描き、案内点

をうち、輪郭線を描くという作業手順となる。

VectorWorksにおいても同様の作業手順で身頃

原型の作図を行うことになるが、案内点の割り出

しを手作業で算出すると、同様に多くの時聞を費

やすことになる。そこで本研究では、文化式新原

型成人矢子用の身頃原型の輪郭線を描く際に基準

となる点を、作凶上必要な寸法情報をもとに全て

の案内点在割出す計算式の算出そ試みた。

その結果、前身頃の案内点として全21点(f1

点~f21 点)を算出する計算式と、後ろ身頃の全

25 点 (b1 点~b25 点)の案内点を算出する計算

式を割り出すことができた。そして、これらの計

算式にバスト寸法、背丈寸法、ウエスト寸法の情

報を計算式に入力することで、個々の案内点の

データが算出される表 1に示した「あなたの原型

っくりま表」という MicrosoftExcelを使用した

ワークシートを作成した。表 lは例としてバスト

78cm、背丈 38cm、ウエスト 64cmの体型寸法を

入力し、計算結果を表したものである。このよう

に表 lに3つの体型寸法を入力して買出した案内

点をもとに、 VectorWorksの画面上で原型の作図

作業を行っていくこととする。

表 l ワークシート:あなたの原型をつくりま表

あなたの願型っくりま轟解

※あむ丘町身体寸法査入力してください.
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IV.建築CADによる作図手順

1) Excelのワークシート(表 1)にバスト・ウェ

スト・背丈の寸法を入力する。
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2) VectorWorksの作業画面を聞く。

3) X軸と Y軸を描く。

4)身頃原型を描く。

①ワークシートで算出された前身頃と後ろ身頃

のそれぞれの座標の数値(X軸とY軸の数値)

を入力し、案内点をうっていく(図4)。
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〉ぐ
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ポ8
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fF 
f1u 

111 

〉

112 

図4 前身頃と後ろ身頃の案内点をうつ

②新規レイヤ上で身頃原型の輪郭線を描く(図

5)。

にI ar b5 

む11 bl 

的

手'¥
b19 

下、
b12 

bl3 b14 bl内 b181115 f14 1'13 112 

図5 新規レイヤ上で身頃原型の輪郭線を描く

5)ウエストダーツの中心線となる直線を描く。

①ワークシートで算出されたウエストダーツ点

の数値を入力し案内点をうっていく。

②ウエストダーツラインを描く(図6)。

t.3 
b9 

J沖
110 

b12 千11

f12 

図6 ウエストダーツラインを描く

③b3点から下に垂直に直線を下ろし、X軸(BL:

012 

バストライン)と交わった点から bl点まで

の距離を測り、その距離を3等分し、 bl点

から 2/3の距離の位置に印をつけ、その位

置から垂直に後ろ身頃の袖ぐりラインと交

わった位置まで伸ばし、その交点に合い印

をつける(図7)。

t) ~J 

/!rb5 1 

図7 後ろ身頃の袖ぐりラインに合い印をつける

6)身頃に合い印をつける。

①前身頃の袖ぐりのf2点(胸ぐせダーツのあ

る位置)に合い印をつける(図8)。
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b' 
b11 b旬

f10 

"9 

"湿 f1旬

図8 前身頃の袖ぐりラインに合い印をつける

7)肩線の修正

①後ろ身頃の肩ダーツ線をコピーし、貼り付け

た肩ダーツ線を閉じる(肩ダーツを閉じる

と、肩線が直線にならないので修正が必要と

なる)。

②肩ダーツを閉じたとき、肩線が直線になるよ

うに修正線を描く(図9)。

b9 

bl1 o! 

b19 

む12

図9 肩線の修正線を描く

③②で修正した肩ダーツ線をもとの肩ダーツが

聞いた状態に戻す(図10)。

b8 

図10 修正した肩ダーツ線をもとの状態に戻す

8)身頃原型の完成(図 11)。

前皐頃 (fronU

図11 身頃原型の完成

9)袖原型の基礎線を描く。

①後ろ身頃と前身頃の袖ぐりとX軸 (BL)・Y
軸(脇線)のラインをコピーし、新規のレイ

ヤに貼り付け、このレイヤ上で袖原型を作成

していく(図12)。

前身崎原型

図12 新規レイヤ上で袖原型を作成する

②後ろ身頃の肩先 (SP)と前身頃の肩先 CSP)

からY軸まで水平に直線を描き、前後肩先
の高さの差の112の点からX軸 (BL)まで
の寸法を測り、X軸とY軸が交わる点(原点)

からY軸上に沿って測った寸法の5/6の位
置に点をとり袖山点とする(図 13)。
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後ろ畳国原型

図13

酎身国原型

袖山点の案内点をとる

j 
川 l
r-

③袖山点から【前袖ぐりの長さ】の直線をX

軸 (BL)に向かつて描く。

④袖山点から【後ろ袖ぐりの長さ+1十大】の
寸法をX軸 (BL)に向かつて斜めに描く(図

14)。その際、交の値はバスト寸法が77-

84cmの場合、大 =0を入力する。また、 85

-89cmで大 =0.1、90-94cmで大 =0.2と

なる。今回はバスト寸法78cmで作図してい

るので、大=0を入力する。

健司5身唱原型 前身植原型

図14 【後ろ袖ぐりの長さ+1+交】寸法を描く

10)袖丈・ひじ丈(EL:エルボーライン)を描く。

①前後の袖幅点から袖丈寸法分直下し、袖下線

そ描く。

②袖山点から袖丈/2 + 2.5の寸法直下した位
置にひじ線 (EL)を描く(図 15)。
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EL 

袖丈

図15 ひじ線 (EL:エルボーライン)を描く

11)袖山曲線の補助線を描く。

①前身頃原型のf3点にあたる位置にX軸に平

行に直線を描く。これをG線とする。

②G線と前後袖ぐりラインと交わる点から X

軸に垂直に直線を描く(図 16)。

G線

図16 交点からX軸に垂直を描く

③②で描いた直線とX軸(BL)が交わる点から、

原点までの寸法を測る(図 17)。
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図17 A線、 a線、 B線、 b線を描く

④原点から【③で測った寸法/3x 2】の長さ

分を前身頃側 (X軸のプラス方向)と後ろ身

頃側 (X軸のマイナス方向)にとり、そのポ

イントから袖ぐりラインと交わる点まで垂直

に線を描き、仮に前身頃側の線をA線とし、

後ろ身頃側の線をB線とする。そして、前

袖幅点から内側に③で、測った寸法/3x 2の

長さ分の位置から A線と同じ長さの垂直線

を描き a線とし、後ろも同様に後ろ袖幅点

から内側に③で測った寸法/3x 2の長さ分

の位置から B線と同じ長さの垂直線を描き、

この線をb線とする。

⑤A線と a線、 B線と b線の頂点を直線で結

ぶ(図 18)。

図18 A線と a線、 B線と b線の頂点を結ぶ
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⑥袖山点から前後斜線上に【前袖ぐり (FAH)

寸法/4】をとる。

⑦⑥でとったポイントから、前ぐり斜線上から

直角に1.9cm、後ろ袖ぐり斜線上から直角に

2cmの線を描く(図 19)。

図19 前ぐりと後ろ袖ぐり斜線上から線を描く

⑧G線と斜線が交わる点から、前袖ぐり斜線

上の 1cm上のポイントと後ろ袖ぐり斜線上

の1cm下のポイントに印をつける。

⑨袖山点上に水平に直線を描く。これを①線と

する(図20)。

図20 袖山点上に水平に直線(①線)を描く

⑩⑨で描いた線の頂点そ通り、前後斜線上と平

行に長めの線を描く(図21)。前袖ぐり斜線

上と平行な線を②線、後ろ袖ぐり斜線上と平

行な線を③線とする。



園吉ほか:建築Cι仰を用いた被服製作実習教材の開発

図21 ②線、③線、④線、⑤線を描く

⑪⑧でつけたポイントを通り、垂直な線を描く。

前袖ぐり斜線上と交わる線を④線、後ろ袖ぐ

り斜線上と交わる線を⑤線とする。

⑫④線と⑤線を「袖原型の④線と⑤線の回転角

度」の表2を参考に角度を回転させる(図

22)。
⑬④で描いたa線と b線の頂点を通り、前後袖

ぐり斜線上と平行に長めの線を描く。前袖ぐ

り斜線上と平行な線を⑥線、後ろ袖ぐり斜線

上と平行な線を⑦線とする(図23)。

表2 袖原型の④線と⑤線の回転角度

バスト{句麗〉 FAH(@線〉 BAH (<S>線〉

77 間 .0 ー却β

78 19.5 -29.5 

79 19.0 -29.0 
国 18.5 -28.5 

81 18.0 -28.0 

82 17.5 -27.5 

83 17.0 -27.0 

84 18.5 -26.5 

85 16.0 -26.0 

踊 15.5 .25.5 

87 15.0 -25.0 

88 14.5 -24.5 

89 14.0 -24.0 

90 13.5 -23.5 

91 13.0 -23.0 

92 12.5 .22.5 
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図22 ④線と⑤線を回転させる

図23 ⑥線と⑦線を描く

12)袖山曲線を描く。

①11)の⑨~⑬で描いた補助線同士が交わる

点を通る袖山曲線を描く(図24)。

、~

図24 袖山曲線を描く
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13)袖山曲線に合い印をつける。

①b線の頂点に合い印線を描く。(後ろ袖ぐり

の合い印と同じ距離のポイント)

②前身頃の袖ぐりの合い印線までの長さを測

り、袖山曲線にも前身頃と同じ長さのポイン

トに合い印線を描く(図25)。

図25 袖山曲線に合い印線を描く

14)折り線を描く。

①前袖幅と後ろ袖幅の寸法を測り、それぞれの

寸法の 1/2の位置に印をつける。

② 13)でつけた印の位置から垂直に袖山曲線

と袖口線に交わるポイントまで折り線を描

く(図26)。

Eし

袖丈

図26 折り線を描く

104 

15)袖原型の完成(図27)

EL 

袖丈

図27 袖原型の完成

V.まとめ

本研究では、高等学校家庭科での CADシステ

ムの導入に向け、建築 CADを用いた被服製作実

習の可能性について検証を行った結果、以下のこ

とを明らかにすることができた。

まず、 3次元建築 CADの中から汎用性のある

VectorWorksを選定し、住生活の実習を想定した

平面図の作図および模型制作に代わる 3次元等角

投影図の作図を試みたが、 2次元の平面図の壁に

高さ情報を設定することで比較的容易に3次元等

角投影図を作図することができ、生徒にも無理な

く実習が可能な操作性を確認することができた。

文化式新原型成人女子用の作図は、本来、各部

の割出し寸法をもとに基礎線を描き、案内点をう

ち、輪郭線を描くという作業手順そ要するが、本

研究では作図上必要なバスト、背丈、ウエストの

寸法情報をもとに全ての案内点を割出す計算式を

算出することが可能な MicrosoftExcelのワーク

シート「あなたの原型っくりま表」を作成するこ

とができた。そして、 VectorWorksを用いて、文

化式新原型成人女子用の原型の作図を試みた結

果、作業画面上に「あなたの原型っくりま表」で
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算出した案内点をプロットし、輪郭線を描く作業

を比較的容易に完成させることができた。これ

は、南風原 (2006)が作成した生徒向けのアパレ

ル CADの作業手順の操作性と比較しでも容易な

作業手順となっている。

今後の課題として、生徒がより操作しやすくす

るため、 VectorWorksのレイヤ機能を活用し、バ

スト寸法毎に案内点をプロットした見頃作業用

ファイルの作成に加え、実際の教育現場での活用

実践を行っていく必要がある。
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